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フタロシアニンがベンゼン環を共有して重合した形状をなす Fused-Ring 型ポリフタロシアニン

（PPc）は、有機分子の骨格が作る二次元シート中に金属 Mt原子が均一分散した構造（Fig. 1）を

有する。その二次元的な構造の特徴から電子物性に興味が持たれており、スピントロニクス材料

として有用な優れた電気・磁気特性を有する可能性が理論的に予想されている。1960年代からウ

ェットプロセス、ドライプロセスを含む様々な方法でMtPPcの合成が試みられてきたが、X線回

折線が観測されるほどに高重合度で二次元性の良いMtPPcはほとんど報告されておらず、その合

成方法は十分に確立されていない。そこで我々は、二次元シートが広く伸展し、構造が秩序だっ

た MtPPcを得る新規合成方法を確立することを目的に研究を行ってきた。前回シアノベンゼンを

原料とした CVD 法による合成法を報告したが、シアノフタロシアニンを主原料に用いる新規合成

法により、二次元性の良い高秩序 MtPPcが得られたので報告する。本方法は、各種原料粉を混合

し真空中で加熱する簡便な方法であり、MtPPcの大量合成に適している。 

本方法によって合成した CuPPc 試料の粉末 X線回折パターンと、理想的な CuPPcの構造モデル

からシミュレートした粉末 X 線回折パターンの比較を Fig. 2に示す。X線回折角に良い一致が見

られた。当日、合成条件の詳細と MtPPcの構造、およびその磁性について研究成果を報告する。 

Fig. 1 MtPPcシートの構造 Fig. 2 CuPPcの粉末 X線回折パターン 
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